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　臓器移植とは、事故や病気によって機能が失われた臓器
を健康な臓器と取り換えて元気なカラダを取り戻す治療方
法です。
　欧米では、脳死の子どもからの臓器移植が広く行なわれ
ています。全米臓器配分ネットワーク（UNOS）によりま
すと、米国では１９８８年から２０１１年1月までの間に
１８歳未満の子どもに対して６３１５件の心臓移植手術が
行なわれ、年間では３００件以上となっています。スペイ
ンでも、１９８４年から２００８年までに１６歳未満の患
者に２８８件の移植手術が行なわれています。

　脳死は、脳が十分に発達していない生後１２週未満の乳児を除けば、全ての年齢で判定
することができます。判定は、脳死判定基準である『深い昏睡』や『脳波が平坦』などの
５項目の基準の検査を２回行います。子どもは大人に比べて脳の回復力が強いので、通常
６時間以上の間隔をあけて判定します。さらに６歳未満では２４時間以上間隔をあけて慎
重に検査します。
　子どもの脳死の原因は、虐待によるものが少なくありません。そのため、改正された臓
器移植法では、虐待を受けていた１８歳未満の子どもからの臓器移植は認められていませ
ん。この場合の『虐待』とは、直接的な暴力だけでなく、育児や食事・教育の放棄、性的
虐待、親の不注意による事故など細かく規定されています。
　今後は、臓器提供者となる子どもの家族の精神面の支援も必要となるでしょう。子ども
を亡くした家族の悲しみは大きく、子どもの死を受け入れられなかったり、子どもを守れ
なかったことで自分を責めてしまうケースが多いためです。
　臓器移植を待っている子どもには希望の光が見えてきた今回の事例ですが、まだまだ問
題がたくさん残されています。今後、十分に議論され改善していくことが期待されます。
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日本では日本では
　日本では１９９７年６月に成人の臓器移植法が成立し、臓器移植が行なわれています。
しかし、１５歳未満の脳死患者からの臓器提供は認められておらず、移植が必要だったと
しても、大人の臓器ではサイズが合わないため、子どもの臓器移植は行なわれていません
でした。そのため１５歳未満の患者は海外で移植するしかなく、１９９７年から２００８
年に海外で心臓移植を受けた１０２人のうち６３人は１８歳未満の患者でした。しかし、
患者を受け入れる国でも臓器不足は深刻なため、日本は国際的に批判を受けてきました。
そこで、国際移植学会では２００８年に自国以外での移植手術を自粛することを採択しま
した。世界保健機関（WHO)も２０１０年に自国内での臓器移植を求める指針を決定しま
した。
　このような動きを受けて、日本でも２０１０年７月には臓器移植法が改正され、脳死と
判定された場合には、１５歳未満の子どもからも心臓・肺・肝臓・腎臓などの臓器が提供
されることになりました。そして施行から９ヵ月後に、初めて国内で１５歳未満の子ども
からの脳死による臓器移植が行なわれましたが、初めてのケースだったので注目を集めま
した。
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